
で最新情報を提供!!

　立正大学ではFacebookを開設しています。
「いいね！」ボタンをクリックしていただきま
すと、キャンパス内の出来事や、旬で楽しい
身近な情報が届きます。皆さんの「いいね！」
をお待ちしています。紹介してほしい情報も
Facebook上で募集しています。アクセスは
大学ホームページトップから！
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5  「機関リポジトリ」を開設
6  立正大学学園 平成24年度決算報告
7  立正今昔／学生寮特集PART②

10  強化クラブ「スポーツの秋に期す」
11  「モラりす塾」開講
12  東北でのボランティア活動に参加
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　今年７月、ロシアのカザンで開催された第27回ユニバーシアード競技大会の7人
制ラグビーに出場する男女それぞれ12名の日本代表選手のなかに、本学ラグビー部
から男子2名、女子5名の部員が選出されました。7人制ラグビーは、2016年に開
催されるリオデジャネイロ五輪から正式競技として実施されることから、注目を集め
ています。
　本学ラグビー部は昨年、関東2部リーグを全勝で制し、関東学院大学を破って、関
東1部リーグ復帰を決めています。東京五輪の開催も決まり、女子ラグビー部員の活
躍から目が離せません。

【ユニバーシアード競技大会】　�国際大学スポーツ連盟（FISU）が主催する学生を対象にした国際総合
競技大会で、2年ごとに開催されています。

 立正大学学園　在学生ほっとライン

24時間電話健康相談サービス・メンタルヘルスのカウンセリングサービス

立正中学校・高等学校
●保健室 /教室棟A1

立正大学　熊谷キャンパス
●保健室 /1号館1階
●学生カウンセリングルーム /1号館１階

立正大学学園は、全キャンパス・校舎に保健室や学生カウンセリングルームを設置しております。
悩んでいること・困っていることがあれば、遠慮なく相談してください。

立正中学校・高等学校、立正大学及び大学院の在学生と
その保護者の方々にご利用いただけます。

本サービスは立正大学学園が委託先（ティーペック株式会社）に委託し、サービスを提供するものです。

モラりす健康・メンタルヘルス相談24

立正大学　大崎キャンパス
●保健室 /1号館B1階
●学生カウンセリングルーム /2号館１階

7人制ラグビーの日本代表に
男子2名、女子5名が選出される

 (c)2013,JRFU　photo by Kenji Demura (RJP)

　卒業生で、本学の客員教授を務めるプロ
登山家の竹内洋岳さんは、8月27日に、文部
科学大臣より「スポーツ功労者顕彰」を授与
されました。竹内さんは、昨年5月、ヒマラ
ヤのダウラギリ（8,167m）の登頂に成功し、
日本人初となる8,000m峰14座完全登頂を成
し遂げました。今回の顕彰は、その実績を
「世界記録更新と同等の功績」として認めら
れたものです。

本学OBの竹内洋
ひろ

岳
たか

さんに
「文部科学大臣顕彰」

写真／中島ケンロウ

躍動！ラグビー部！

1 News vol.123  2013年（平成25年）10月1日発行



攻
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
え
る

世
界
も
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
現
地
オ
フ
ィ
ス
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
態
勢
の
課
題
、
人
材
育

成
面
や
戦
略
面
に
関
わ
る
改
善

点
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
吉
田
ゼ
ミ
で

は
、
座
学
だ
け
で
は
け
っ
し
て

得
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を

習
得
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
私
た

ち
の
“
知
の
財
産
”
で
あ
り
、

未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
武
器

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
ゼ
ミ
で
は
、
世
界
を
視

野
に
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台

で
経
験
を
重
ね
ま
す
。
世
界
が

広
い
こ
と
を
こ
の
ゼ
ミ
を
通
じ

て
知
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の

世
界
に
通
用
す
る
、
多
様
性
を

備
え
た
学
生
に
な
れ
る
よ
う
、

仲
間
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
切

磋
琢
磨
し
て
い
き
ま
す
！

　

私
の
研
究
は
、「
国
際
法
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
分
析
」
で
あ
り
、『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
法
学
』
と
い
う
法
分
野

に
属
し
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は

「
社
会
的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た

性
別
」
で
あ
り
、「
生
物
学
的
性

別
」
で
あ
る
セ
ッ
ク
ス
と
は
区
別

さ
れ
ま
す
。

　

社
会
に
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

基
づ
い
た
偏
見（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
）」
が
多
数
存
在
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
家
族

な
ど
か
ら
「
男
ら
し
く
／
女
ら

し
く
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て

閉
口
し
た
経
験
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
日
本
社
会
で
は
、
女
性
に

は
優
し
さ
・
し
と
や
か
さ
、
男

性
に
は
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
や
力
強

さ
が
求
め
ら
れ
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
う
伝
統
的
性

別
役
割
分
担
観
も
根
強
く
残
存

し
ま
す
。こ
れ
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
に
よ
っ
て
、
個
人
の

意
思
や
能
力
を
超
え
た
と
こ
ろ

で
私
た
ち
の
行
動
や
決
定
は
縛

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
は
、
こ
の

よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア

ス
に
基
づ
く
差
別
の
実
態
や

法
制
度
へ
の
影
響
を
明
ら
か

に
し
、
解
決
策
を
探
る
学
問
で

す
。

　

こ
の
学
問
は
、
男
女
の
性
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
関
係

を
対
象
に
し
て
お
り
、
そ
の
な

か
に
は
、
男
性
に
対
す
る
セ
ク

ハ
ラ
、
痴
漢
冤
罪
、
過
労
死
に

至
る
男
性
の
長
時
間
労
働
と

い
っ
た
男
性
に
関
わ
る
様
々
な

問
題
も
射
程
に
入
れ
て
い
る
点

に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

と
に
か
く
自
由
で

活
動
的
な
ゼ
ミ

　

私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、
吉

田
先
生
の
指
導
の
下
、
現
在
、

３
学
年
総
勢
51
名
が
集
ま
り
、

「
中
小
企
業
」
を
切
り
口
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
地
域
に

も
た
ら
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
自
分
た
ち
が

自
由
に
決
め
ま
す
。
中
小
企
業

の
成
長
戦
略
や
国
際
展
開
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
研

究
す
る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る

の
も
特
色
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、「
現
場
主
義
」
を
重

視
し
て
お
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
問
題
解
決

の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
ゼ
ミ
の
最
大
の
特
徴

で
す
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

日
常
的
に
行
う
企
業
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
の
ほ
か
、
数
日
間
か
け

て
特
定
の
地
域
を
調
査
し
、
経

営
学
的
視
点
か
ら
地
域
活
性
化

の
提
言
を
試
み
る
夏
合
宿
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
他
大
学
と
の
合

同
合
宿
や
イ
ン
ゼ
ミ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
等
と
連

携
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ

れ
る
こ
と
も
吉
田
ゼ
ミ
の
魅
力

で
す
。
最
近
で
は
、
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
の
体

験
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
世
界
は
広
い
」

「
奥
が
深
い
」
を
実
感

　

私
た
ち
は
、
今
年
の
春
休
み

を
利
用
し
て
2
か
月
間
、
E
C

事
業
・
B
P
O
事
業
を
手
掛

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
日
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
で
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
オ
フ
ィ

ス
は
、
ア
ジ
ア
屈
指
の
リ
ゾ
ー

ト
地
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
・

セ
ブ
島
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
海
外
展
開
す
る
日
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
、
実
際
に
現
地

で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
、
現
地
か
ら
日
本
が
ど

の
よ
う
に
見
え
る
の
か
、
そ
の

実
態
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

現
地
で
は
、業
務
を
通
じ
て
、

I
T
ス
キ
ル
・
会
話
力
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
文
章

力
な
ど
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

必
要
と
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
の
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
学
を
専

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
に
基
づ
く
法
的

諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
、解
決
策
を
探
る

研
究
の
実
践
の
た
め
に
、

J
A
I
W
R
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら

ジェン
ダ
ー
法
学
の
研
究
に
努
め
る

研
究
紹
介
｜
法
学
部
法
学
科
教
授  

川
眞
田
嘉
壽
子

ゼ
ミ
自
慢
｜
経
営
学
部
経
営
学
科
准
教
授  

吉
田
健
太
郎
ゼ
ミ

海外インターンシップを含め、
「現場」でさまざまな能力を習得

小野和宏（経営学部経営学科4年）私立杉並学院高等学校出身
岡田湧真（経営学部経営学科4年）千葉県立柏の葉高等学校出身

　

私
は
、「
世
界
女
性
の
憲
法
」

で
あ
る
「
女
性
差
別
撤
廃
条

約
」
の
国
際
的
・
国
内
的
実

施
の
研
究
に
長
く
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
0
5

年
4
月
か
ら
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
立
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に

お
け
る
在
外
研
究
中
に
、
既
存

の
国
際
法
の
な
か
に
存
在
す
る

男
性
中
心
主
義
を
検
証
し
、
国

際
法
の
境
界
を
引
き
直
す
と
い

う
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
を
用
い

た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
国
際
法
学

の
先
駆
者
で
あ
る
ヒ
ラ
リ
ー
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
教
授
と
親

交
を
深
め
た
こ
と
で
、
自
分
の

研
究
の
方
向
性
が
よ
り
鮮
明
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

で
国
連
内
の
す
べ
て
の
機
関
の

政
策
を
見
直
す
と
い
う
「
国
連

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
主
流
化
政
策
」、

そ
の
な
か
で
も
、
安
全
保
障
理

事
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
政

策
で
あ
る
決
議
1
3
2
5
号「
女

性
と
平
和
・
安
全
保
障
」
と

そ
の
関
連
決
議
の
法
的
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
は
、
理
論
だ
け
で
は

な
く
研
究
の
実
践
の
た
め
に
、

女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
日
本
国

内
に
実
現
す
る
目
的
を
持
っ
た

「
国
連
N
G
O
」（
国
連
の
活
動

に
発
言
権
を
有
す
る
非
政
府
団

体
）
で
あ
る
「
国
際
女
性
の
地

位
協
会
J
A
I
W
R
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
20
年
以
上
に
も
わ

た
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
研
究
者
仲
間
と
と

も
に
、
年
報
『
国
際
女
性
』・

条
約
関
連
書
籍
の
発
刊
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
よ
る
女
性

差
別
撤
廃
条
約
の
普
及
、
女
性

差
別
撤
廃
委
員
会
に
日
本
政
府

が
提
出
す
る
定
期
報
告
書
へ
の

提
言
、
お
よ
び
そ
の
国
連
で
の

報
告
書
審
査
の
傍
聴
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
理
論
と
実
践
の
両

面
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
の

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

現在、川眞田先生は、豊富な海外経験を生かして、
国際交流センター長として、本学の国際交流の促進に
尽力されています

今年夏のオープンキャンパス。高校生に私たちの活動を紹介しました

上／フィリピンのセブ島で海外インターンシップを体験。勉
強の合間に楽しい時間を過ごすことができました
下／海外インターンの前にはこうして英会話のレッスンも。
だから、英語が苦手な人でも心配ありません

何事にも好奇心旺盛な吉田健太郎先生。私たちをぐいぐい引っ張っていきます

右は川眞田先生が理事を務めるジェ
ンダー法学会 10 周年記念出版本

「講座ジェンダーと法」の第 1 巻。
先生の論文も含まれています。左は
川眞田先生が編集委員長を務める
年報「国際女性」の最新号です

昨年のゼミ大会より。日本の人権救済に新たな道を開く、国際法上の「個人
通報制度」について研究発表を行いました。
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記
録
的
な
猛
暑
も
よ
う
や
く

終
わ
り
、
い
よ
い
よ
就
職
活
動

が
本
格
化
し
ま
す
。
就
職
希
望

の
皆
さ
ん
、
準
備
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？ 

今
年
も
12
月
1

日
よ
り
各
就
職
サ
イ
ト
が
オ
ー

プ
ン
、
企
業
の
エ
ン
ト
リ
ー
も

始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に

な
っ
て
慌
て
て
動
き
出
す
よ
う

で
は
完
全
に
出
遅
れ
で
す
。
各

種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
ア

ワ
ー
で
も
お
伝
え
し
て
い
る
よ

う
に
、
就
職
活
動
に
必
要
な
こ

と
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
に
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
自
分
の
こ
と
を
理
解
す
る

（
自
己
分
析
）」「
自
分
に
合
う

職
種
や
業
界
・
企
業
を
見
つ
け

る
（
職
種
・
業
界
・
企
業
研
究
）」

「
志
望
先
の
採
用
担
当
者
に
自

　

公
務
員
志
望
の
人
も
早
め
の

準
備
が
重
要
で
す
。
試
験
勉
強

を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
公
務
員
試
験
の
場

合
、
資
格
試
験
の
よ
う
に
、
勉

強
し
て
筆
記
試
験
を
パ
ス
す
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
公
務
員
の
仕
事
は
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
な
ぜ
そ
の

仕
事
に
就
き
た
い
の
か
志
望
理

由
を
明
確
に
し
た
う
え
で
臨
ま

な
い
と
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
試

験
勉
強
だ
け
で
な
く
、
自
己
分

析
や
志
望
先
の
研
究
も
し
っ
か

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

分
の
思
い
を
伝
え
る
（
E
S
・

履
歴
書
・
面
接
）」
の
ど
れ
一

つ
が
欠
け
て
も
就
職
活
動
は
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
就
職
活
動
の
ピ
ー

ク
の
時
期
に
は
多
く
の

企
業
の
説
明
会
や
E
S

提
出
な
ど
が
重
な
る
う

え
に
、
学
校
の
試
験
や

レ
ポ
ー
ト
提
出
も
あ
る

の
で
、
想
像
以
上
に
忙

し
く
な
り
ま
す
。
自
己

分
析
や
職
種
・
業
界
・

企
業
研
究
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
今
か
ら

す
ぐ
に
で
も
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
、

就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
た
め
に
も
早

め
早
め
に
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

出
遅
れ
て
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、

今
す
ぐ
自
己
分
析
や
職
種
・
業
界
・
企
業
研
究
を

　

就
職
活
動
を
進
め
て
い
く
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
・
焦

り
・
迷
い
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
悩
み
を
抱

え
な
が
ら
独
り
で
就
職
活
動
を

す
る
の
は
、と
て
も
つ
ら
く
大
変

な
こ
と
で
す
。
就
職
活
動
の
後

半
戦
に
な
っ
て
初
め
て
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談

に
来
た
人
の
な
か
に
は
、「
も
っ

と
早
く
、
キ
ャ
リ
サ
ポ
に
来
れ

ば
よ
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
は
、
就
職
活
動
の
有
益
な
情

報
や
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

経
験
豊
富
な
職
員
や
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
常
駐
し
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
皆
さ
ん
の
味
方
で

す
！ 

ぜ
ひ
積
極
的
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。困
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
は
キ
ャ
リ
サ
ポ
へ
！ 

充
実

し
た
就
職
活
動
と
な
る
よ
う
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー・
吉
野
賢
治
）

キ
ャ
リ
サ
ポ
は
皆
さ
ん
の
味
方

積
極
的
に
利
用
し
よ
う
！
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立
正
大
学
の
魅
力
を
、
受
験

生
や
保
護
者
の
方
た
ち
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
夏
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
合
計

５
回
、
大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
8
学
部
15
学
科
の

教
育
内
容
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
、
入
学
試
験
、
卒
業
後
の

進
路
状
況
ま
で
、
立
正
大
学
の

学
び
や
魅
力
に
つ
い
て
、
模
擬

授
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し

て
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
グ
リ
ー
ン
の
T
シ
ャ

ツ
を
着
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
学
部

ブ
ー
ス
な
ど
で
立
正
ラ
イ
フ
の

「
今
」
を
伝
え
る
一
方
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
ラ

り
す
」
も
登
場
。
記
念
撮
影
に

引
っ
張
り
だ
こ
で
し
た
。

学内を学生スタッフが案内するキャンパスツ
アーも好評でした 「フレー ! フレー ! 受験生 !!」。応援指導部のチアリーダーたちがエールを送ります

大崎キャンパス、熊谷キャンパスとも、開催日に
はたくさんの受験生と保護者の方が訪れました

さまざまなクラブが日頃の練習の成果を披露しました
（上は柔道部、下はテコンドークラブ）

「どんなことを学ぶんだろう」。各学部のブースにはたくさん
の受験生が訪れました（上は心理学部、下は仏教学部）

立正大学への関心が年々高まっていることが実感できます（上は大崎キャンパスの
全体説明会、右は熊谷キャンパスの資料とドリンク配布のコーナー）

ここでも人気者のモラり
す。受験生との記念撮
影に引っ張りだこでした

保護者の方にも
就活の実態を知ってほしい
キャリサポ独自の
「就活読本2014」を発行 !
　キャリアサポートセンターでは、
毎年、就職活動の現状などをま
とめたオリジナルの冊子『保護者
のための就活読本』を制作・発
行しています。この就活読本の特
徴は、タイトルのとおり保護者向けの冊子であること。
そこには「学生たちが悔いのない就職活動をするためには、
保護者の方たちにも現在の就職環境、雇用状況、企業の人
材観などを正しく知ってもらわなければ」というキャリサ
ポの思いがあります。
　冊子は全4章立て。まず、最新の大卒求人倍率や就職率
を示したうえで、「就職活動の現状をご存知ですか」と、さ
まざまなデータをもとに、大卒の位置づけ（大卒イコール
幹部候補ではない）や、企業の新卒採用への考え方（企業
は「採ってから育てる」から「できる人を採る」へ）など「知っ
ておくべき『親世代』との決定的な違い」、そして、就職を
困難にしている企業ニーズと学生側の意識のギャップにつ
いて解説。第2章では、保護者の方たちの時代とは大きく
変わった複雑な就活のスケジュール（3年生の秋にスタート
します！）について紹介。そして、就活を迎えた子どもへの
接し方、子どもが望むサポートのかたち（「相談には乗って
ほしい」が、「口出しはイヤ、アドバイスが欲しい」）などに

ついてアドバイスし、キャリサポのさまざ
まな支援プログラムを紹介して締めくくっ
ています。
　この就職読本は父母懇談会などでも
配布しています。就活はまだまだ先とい
う保護者の方もぜひお読みください。

C areer Support
  Center

就
職
活
動
の
有
益
な
情
報
や
資
料
を
そ
ろ
え
た

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
経
験
豊
富
な
職
員

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐
し
て
い
ま
す

～
就
職
を
希
望
す
る
3
年
生
の
皆
さ
ん
へ

12
月
１
日
よ
り
各
就
職
サ
イ
ト
が
O
P
E
N
!

早
め
の
準
備
が
、就
職
活
動
の
明
暗
を
分
け
る
！

問い合わせ：キャリアサポートセンター
大崎（03-3492-6697） 
熊谷（048-536-6016）

大崎キャリアサポート課
吉野賢治

立
正
大
学
の

魅
力
を
伝
え
る

入試、学費・奨学金、就職、留
学 ･･･。スタッフ総出で、受験生
からのあらゆる質問に答えます

Open Campus

今年も
大盛況だった
オープン
キャンパス



　

7
月
16
日
、
経
営

学
部
が
加
盟
会
員
と

な
っ
て
い
る
「
東
京

中
小
企
業
家
同
友
会
」

の
南
部
協
議
会
（
目

黒
・
世
田
谷
・
大
田
・

品
川
支
部
）
が
主
催

す
る
「
大
例
会
」
が
、

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
経

営
学
部
も
協
賛
す
る

今
回
の
大
例
会
は
、

東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た

気
仙
沼
で
い
ち
早
く
水
産
加
工

会
社
の
再
開
に
取
り
組
ん
だ

「
八
葉
水
産
」
社
長
・
清
水
敏

也
氏
の
講
演
と
、「
覚
悟
と
決

断
」「
企
業
と
地
域
の
つ
な
が

り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
グ
ル
ー

プ
討
論
が
軸
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
に
は
経
営
者

の
方
々
に
加
え
、
本
学
部
教
員

5
名
と
、
男
女
各
１
名
の
学
生

も
参
加
し
、
活
発
な
討
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
学

生
2
名
は
、
参
加
し
た
グ
ル
ー

プ
の
総
括
を
指
名
さ
れ
、
全
体

会
で
報
告
を
堂
々
と
行
い
、
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

地
球
環
境
科
学
部
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
人
、
地
球
環
境
の
改
善
に
提

言
で
き
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
社
会
貢
献
が
可
能

な
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
た

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
々
変
わ
り
ゆ
く
世
の
中
の

情
勢
を
研
究
対
象
と
す
る
当
学

部
の
学
問
領
域
に
お
い
て
、
膨

大
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に

理
解
す
る
た
め
に
も
、
英
語
能

力
の
向
上
は
不
可
欠
で
す
。
そ

こ
で
英
語
の
授
業
で
は
地
球
環

境
や
世
界
遺
産
、
世
界
の
諸
地

域
な
ど
を
紹
介
す
る
教
材
を
用

い
て
、
専
門
分
野
の
語
彙
力
を

増
強
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
海
外
で
自
国
や
自
ら
の

研
究
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
と

き
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
国
や
環
境
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
そ
の
地
域

に
つ
い
て
口
頭
で
紹
介
す
る
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
の
機
会
も
設
け
て

い
ま
す
。
当
学
部
で
は
、
そ
の

よ
う
な
授
業
を
通
じ
て
、
入
っ

て
き
た
英
語
情
報
を
正
確
に
捉

え
、自
ら
の
意
見
を
適
切
に
英
語

で
表
現
し
発
信
し
う
る
運
用
能

力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
編
纂
1
3
0
0
年
を

迎
え
て
関
心
を
呼
ん
だ
『
古
事

記
』
で
す
が
、
今
年
も
相
変
わ

ら
ず
の
人
気
で
す
。
書
店
に

は
『
古
事
記
』
や
神
社
に
関
す

る
本
・
雑
誌
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
伊

勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
と
出
雲
大

社
の
大
遷
宮
が
重
な
っ
た
こ
と

も
、
人
々
の
興
味
を
膨
ら
ま
せ

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
年
度

の
文
学
部
公
開

講
座
（
品
川
区

共
催
）は
、「
響
き

合
う
神
話
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ

ま
し
た
。『
古
事

記
』に
記
さ
れ
た

神
話
は
い
か
な

る
も
の
か
。
ま
た

そ
の
神
話
は
、
ア
イ
ヌ
や
琉
球
、

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
の

島
々
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。
こ
の
講
座
で
は
、
広

が
り
の
あ
る
世
界
の
な
か
で

『
古
事
記
』
の
神
話
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
代
史

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
お
問
合

せ
は
文
学
部
事
務
室
ま
で
。
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社
会
福
祉
学
科
で
は
、

相
談
援
助
に
携
わ
る
社
会

福
祉
士
お
よ
び
精
神
保

健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
、
広
く
・
深
く
・
多
様

な
福
祉
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル

ド
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
別
支
援
学
校
教
諭
等
の

教
員
免
許
取
得
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
教
育

福
祉
学
科
で
は
、
子
ど
も

と
家
庭
を
援
助
で
き
る
専

門
家
で
あ
る
保
育
士
や
幼
稚
園

教
諭
、
小
学
校
教
諭
の
養
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
先
も
多
様
で
す
。
行
政

機
関
、
福
祉
施
設
・
機
関
、
医

療
機
関
、
学
校
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
福
祉
系
企
業
、
一
般
企

業
等
で
、
福
祉
・
教
育
・
保
育

の
知
識
を
生
か
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
部
が
運

営
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ア
リ
ス
」や
付
属
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、学
生
の
活

動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
2
日
（
土
）
14
時
よ
り
、

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
第
10

回
と
な
る
法
学
部
・
法
制
研
究

所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
刑
事
司

法
と
福
祉
を
つ
な
ぐ 

～
罪
を

犯
し
た
人
へ
の
福
祉
的
支
援
を

考
え
る
～
」。
罪
を
犯
し
た
人

の
真
の
意
味
で
の
「
更
生
」
を

図
る
に
は
、
刑
務
所
に
収
容

し
、
出
所
し
た
ら
終
わ
り
で
は

な
く
、
と

き
と
し
て

薬
物
依
存

か
ら
の
リ

ハ
ビ
リ
や

失
業
・
貧

困
対
策

等
、
さ
ま

ざ
ま
な
支

援
も
必
要

　

経
済
学
部
で
は
、
実
践
で

使
え
る
英
語
力
を
伸
ば
し
た

い
と
い
う
学
生
向
け
に
E
I
C

（English Intensive C
lass

）

を
設
け
て
い
ま
す
。E
I
C
は
、

１
年
次
の
T
O
E
I
C
ス
コ
ア

が
一
定
の
基
準
を
超
え
て
い
る

学
生
が
任
意
で
加
入
で
き
る
2

年
間
の
限
定
ク

ラ
ス
。
英
字
新
聞

や
C
N
N
な
ど
の

英
語
ニ
ュ
ー
ス
を

使
っ
て
英
文
読

解
・
聴
解
力
を
鍛

え
る
科
目
、
ビ
ジ

ネ
ス
レ
タ
ー
の
書

き
方
を
習
得
す
る

科
目
、英
語
メ
ディ

ア
を
利
用
し
て
経

済
英
語
を
学
ぶ
科

目
な
ど
を
履
修
し

ま
す
。そ
こ
で
は
、

T
O
E
I
C
の
点

数
を
上
げ
る
こ
と

で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本
学

部
の
丸
山
泰
弘
専
任
講
師
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
龍
谷

大
学
の
浜
井
浩
一
教
授
は
じ

め
、
こ
の
分
野
で
の
第
一
人
者

を
招
き
、
刑
事
司
法
と
福
祉
と

の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
ま
す
。
お
問
合
せ
は
法
学

部
事
務
室
ま
で
。

☎
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悩
み
、
一
緒
に
学
び
、
一
緒
に

楽
し
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

の
意
味
に
つ
い
て
話
題
提
供
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
に
は
、
罪
を
犯
し

た
少
年
や
成
人
の
処
遇
や
そ
の

経
過
に
関
す
る
、
普
段
な
ら
知

り
得
な
い
内
容
が
多
く
、
学
生

た
ち
は
驚
き
と
と
も
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。B
B
S
活

動
に
関
心
を
持
つ
学
生
も
多

く
、
今
後
、
心
理
学
部
生
を
核

に
、
学
内
で
B
B
S
活
動
の

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
員
、19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
で
は
、東
京
保
護
観
察
所
の

宮
崎
観
察
官
に
よ
る
更
生
保
護

の
仕
組
み
の
解
説
の
後
、品
川
区

保
護
司
会
の
吉
田
会

長
を
は
じ
め
5
名
の

保
護
司
の
方
々
か
ら
、

保
護
司
の
活
動
の

実
際
や
B
B
S
運
動

（Big Brothers and 
Sisters M

ovem
ent

＝
兄
や
姉
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
、
少
年

少
女
た
ち
と
一
緒
に

　

7
月
18
日
、
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
心
理
学
部
主

催
の
「
保
護
司
さ
ん
と
語
ろ

う
！
」
が
開
催
さ
れ
、
学
生
や

　

10
月
13
日
（
日
）、
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
（
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
開
催
す
る
「
仏
教
文
化

公
開
講
座
」（
14
時
15
分
開
演
）

に
、
今
年
度
は
「
佐
賀
の
が
ば

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
再
ブ
レ
ー

ク
し
た
漫
才
師
の
島
田
洋
七
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、「
人
生
泣

き
笑
い
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

　

人
が
生
き
て
い
く
な
か
で
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
誰
し
も
山

あれこれこれあれ

「
神
話
」を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座

文学部

語
学
力
を
強
化
し
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

地球環境科
学部

貴
重
な
話
を
た
く
さ
ん
聞
け
た「
保
護
司
さ
ん
と
語
ろ
う
!
」

心理学部

資
格
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。活
躍
の
場
も
広
が
る

社会福祉
学部

講
演
と
グ
ル
ー
プ
討
論
に
よ
る「
大
例
会
」

経営学部

実
践
力
を
養
う
英
語
力
強
化
ク
ラ
ス

経済学部

世界の諸地域などを紹介する教材を用い
て、専門分野の語彙力を強化

あ
り
谷
あ
り

人
生
を
送
っ

て
い
る
わ
け

で
す
が
、こ
の

山
や
谷
は
、人

が
生
き
て
い

く
た
め
に
避

け
て
通
れ
な

い
も
の
で
す
。

そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
、
将
来
に
発

展
さ
せ
て
い
く
か
が
、
人
に
と
っ

て
の
永
遠
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

洋
七
さ
ん
の
出
生
か
ら
幼
少

期
の
、
佐
賀
で
の
「
が
ば
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
と
の
生
活
、
B
&
B

と
し
て
漫
才
界
の
頂
点
を
極
め
、

一
方
で
ど
ん
底
へ
の
凋
落
を
見
た

時
期
、
そ
の
間
の
家
族
や
友
人

と
の
絆
・
葛
藤
、
そ
し
て
一
連
の

「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
出
版・

EIC の授業では、たくさんの英語に触れることができます

映
画
化
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
復
活
劇
。ま
さ
に
紆
余
曲
折
、

頂
点
か
ら
奈
落
の
底
ま
で
の
両

面
を
見
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
洋

七
さ
ん
の
人
生
を
通
し
て
、
時

に
は
悲
し
く
、
時
に
は
情
緒
豊

か
に
、
そ
し
て
時
に
は
大
笑
い

し
な
が
ら
、
自
分
自
身
と
重
ね

合
わ
せ
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

聴
講
ご
希
望
の
方
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
て
、①
お
名
前　

②
年

齢　

③
住
所　

④
連
絡
先
電
話

番
号
（
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）

を
明
記
の
う
え
、
10
月
5
日

（
土
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
消
印
有
効
）。
お
問

い
合
わ
せ
は
仏
教
学
部
事
務
室

ま
で
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）８
５
２
８

保護司の皆さんの話に引き込まれた学生
たち。BBS 活動への関心も高まりました

小学生・中学生の障がい者スポーツ体験での車いすバスケット

11
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

法学部

は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、
実
践
で

使
え
る
英
語
力
を
伸
ば
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
選
択

必
修
科
目
の
一
部
を
E
I
C
限

定
科
目
で
代
替
で
き
る
た
め
、

専
門
の
経
済
分
野
と
英
語
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
学
べ
る
学
習
環
境

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

被災地・気仙沼の状況を紹介しながらの講演に、参加者の
目も真剣です

山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生

島
田
洋
七
さ
ん
と
共
に
考
え
る

仏教学部

島
田
洋
七
さ
ん
の「
人
生
泣
き
笑
い
」、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

テ
ー
マ
は
「
神
話
」。
日
本
人
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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探している資料が見つからないときはカウンターでご相談ください。資料を探すお手伝いをします
（左が大崎図書館、右が熊谷図書館）

◆場所
大崎キャンパス：11号館地下１階　熊谷キャンパス：13号館１階

◆課の主な業務
・学術情報の検索に関すること　　　　  ・学術資料の電子化に関すること
・学術資料の選定、受入れに関すること　・学術資料のデータ入力に関すること
・学術資料の装備、保全に関すること　　・学術資料の閲覧、貸出に関すること
・学術資料の利用支援に関すること　　 ・他大学、他機関との相互利用に関すること
・図書館システム運用に関すること　　 ・史料編纂に関すること　etc

◆学生へのメッセージ
　授業や研究に役立つ資料の収集と提供を行っています。図書や雑誌だけではなく、各種
データベースをそろえるなどデジタル情報の提供も進めています。探している資料が見つ
からないときは、カウンターでご相談ください。資料を探すお手伝いをします。本学で所
蔵していない場合は、所蔵している大学の図書館を利用できるように紹介状の発行を行っ
ています。有料になりますが、欲しい部分のコピーを取り寄せることもできます。そのほ
かにも、皆さんからの質問に答えるレファレンス・サービスを行っていますので、図書館
の一歩進んだ利用をお試しください。

太田優未さん
（大崎学術情報サービス課）

この人から一言 ◆マイブーム
　図書館＆ブックカフェ巡り。今夏も日帰り京都弾丸
ツアーで、大学図書館と書店を巡ってきました。

◆立正大生の印象
　カウンターに立っていると、きちんと感謝の言葉や
あいさつをしてくれる、そんな学生さんが多いように
感じます。

◆学生へのメッセージ
　学生生活の4年間はあっという間。これだ！と思える
好きなこと、夢中になれることを見つけて、突き進んで
ください。そのなかでいろいろな発見やたくさんの仲間
と出会えるはずです。図書館ではみなさんの興味を引く
ものや勉強に役立つ資料をそろえて、来館をお待ちして
います！

情報メディアセンター　学術情報サービス課
授業や研究に役立つ資料の収集と提供事務局

紹介

　
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
は

素
晴
ら
し
い
。
30
数
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
校
地
と
と
も
に
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
で
あ
る
。
以
前
、
横
浜

か
ら
通
っ
て
い
た
女
子
学
生
か

ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
に
心

身
が
癒
や
さ
れ
る
と
聞
い
た
こ

と
が
懐
か
し
い
。

　
江
戸
時
代
、松
江
の
殿
様
が
、

幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
屋
敷
地

に
飽
き
足
ら
ず
、
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
の
南
側
に
位
置
す
る
戸
越

周
辺
の
自
然
を
愛め

で
た
と
い

う
。
現
在
の
戸
越
公
園
は
そ
の

由
緒
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
明
治
37
年
、
日
蓮
宗
大

学
林
創
立
の
こ
ろ
は
自
然
の
な

か
に
あ
っ
た
が
、
今
や
大
崎
は

新
た
な
都
市
の
先
端
に
あ
る
。

　
昭
和
42
年
ご
ろ
、
工
場
等
規

制
法
に
伴
い
、
立
正
大
学
も
新

た
な
校
地
を
求
め
る
必
要
に
迫

ら
れ
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
造

成
さ
れ
、
旧
・
教
養
部
が
出
発

し
た
。
多
士
済
々
の
教
授
陣
の

な
か
で
生
物
学
を
担
当
す
る
理

研
出
身
の
堀
江
秀
光
教
授
が

「
校
地
内
の
自
然
を
そ
の
ま
ま

保
護
せ
よ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
某
教
授
は
、春
に
な
る
と
、

山
菜
を
採
っ
て
届
け
て
く
れ

た
。
思
え
ば
の
ど
か
な
時
代
で

あ
っ
た
。
時
代
は
変
わ
り
、
関

越
高
速
道
路
か
ら
赤
松
の
じ
ゅ

う
た
ん
が
望
め
た
こ
ろ
と
は
事

情
が
一
変
し
、
人
工
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
と
は
い
え
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
は
市
街
化
さ
れ
ず
、
自

然
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
程
、
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
グ
ウ
ラ
ン

ド
の
間
に
あ
る
心
和
む
ポ
プ
ラ

並
木
は
、
橘
父
兄
会
の
寄
贈
に

よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
真
夏
に

立
正
大
学
の
自
然
風
景

 

～
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と

　
　
　
　
　
　      

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
並
木
路
～

渡
邊
寶
陽

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

は
木
陰
が
涼
風
を
呼
び
、
真
冬

に
は
凍い

て
つ
く
よ
う
な
雪
原
を

思
わ
せ
、
葉
を
落
と
し
た
瀟し

ょ
う

洒し
ゃ

な
姿
で
す
っ
き
り
と
立
つ
。

　
見
渡
す
と
、
正
面
入
口
に
面

し
て
、
か
つ
て
法
学
部
教
授
有

志
が
東
京
農
大
か
ら
分
け
て
も

ら
っ
て
植
樹
し
た
メ
タ
セ
コ
イ

ア
が
そ
び
え
立
ち
、
中
村
瑞
隆

学
長
退
任
の
際
に
植
え
ら
れ
た

ユ
ズ
リ
ハ
が
図
書
館
書
庫
付
近

に
あ
る
。
そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
な
の
で
あ
る
。

　
そ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
、
青

木
重
幸
教
授（
当
時
は
教
養
部
、

現
在
は
経
済
学
部
）
が
、
兵
隊

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
研
究
を
し
た
木

も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
青
木
教
授

が
米
国
の
学
者
と
共
に
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
生
物
調
査

に
明
け
暮
れ
た
と
い
う
夏
の
伝

説
も
懐
か
し
い
。
青
木
教
授
が

『
中
央
公
論
』
で
「
日
本
の
科

学
者
二
十
人
」
に
選
ば
れ
た
こ

ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

自然に恵まれた熊谷キャンパス。緑が美しい

　
石
橋
湛
山
（
本
学
第
16
代
学

長
、
第
55
代
内
閣
総
理
大
臣
）

の
書
簡
が
渡
邉
忠
夫
氏
よ
り
本

学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
忠
夫

氏
の
ご
尊
父
で
あ
る
渡
邉
日
雄

氏
は
湛
山
と
親
交
が
あ
り
、
湛

山
が
日
雄
氏
に
宛
て
た
手
紙

を
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
こ
の
書
簡
と

と
も
に
、
は
が
き
、
書
籍
資
料

等
を
本
学
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
学
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
同
年
2
月
に
開
業
し
た
ば
か

り
。
五
反
田
駅
開
業
は
そ
れ
こ

そ
大
学
林
開
設
か
ら
7
年
も
後

で
、
周
囲
は
の
ど
か
な
田
園
地

帯
で
あ
っ
た
。
候
補
に
挙
が
ら

な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
予
定
地
の

大
久
保
侯
爵
所
有
地
住
所
は
、

小
教
院
の
置
か
れ
た
承
教
寺
に

も
近
い
。
同
侯
爵
家
は
、
維
新

の
元
勲
大
久
保
利
通
の
家
系
で

あ
る
。
で
は
、
実
際
に
二
本
榎

の
大
久
保
家
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
明
治
45
年
の
地
籍
台
帳

と
大
正
元
年
の
地
籍
地
図
を
見

る
と
、
芝
区
二
本
榎
西
町
に
利

通
の
長
男
・
利と

し

和な
か

が
土
地
を
所

有
し
て
い
る
。
利
通
の
三
男
・

利
武
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
も
と

も
と
利
通
の
別
邸
で
、
岩
倉
使

節
団
帰
国
後
に
は
西
洋
果
実
の

実
験
栽
培
も
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ
（『
甲
東
先
生
逸
話
』
昭
和

13
年
）。
現
在
で
い
え
ば
、
高

輪
三
丁
目
で
、
高
輪
警
察
署
の

交
差
点
斜
め
向
か
い
側
、
ま
た

は
桜
田
通
り
を
挟
ん
で
明
治
学

院
の
斜
め
向
か
い
側
と
い
え
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。
五
反
田
駅
か

ら
は
桜
田
通
り
の
坂
道
を
東
京

方
面
に
登
り
、
都
営
浅
草
線
高

輪
台
駅
を
過
ぎ
て
か
ら
右
側
の

土
地
に
な
る
。

　
も
し
、
こ
の
「
高
輪
キ
ャ
ン

パ
ス
」
が
実
現
し
て
い
れ
ば
、

本
学
関
係
者
は
小こ

洒じ
ゃ

落れ

た
山
の

手
キ
ャ
ン
パ
ス
に
日
々
を
送
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
剛
健

と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
質
実
と

は
い
う
べ
き
現
在
の
校
風
は

（
筆
者
は
気
に
入
っ
て
い
る
の

だ
が
）、
大
崎
の
地
で
な
け
れ

ば
育
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

幻の高輪キャンパス

　
1
4
0
年
史
第
一
章
は
、
飯

高
檀
林
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
本

学
草
創
期
の
研
究
で
、
寺
尾
英

智
、
安
中
尚
史
両
教
授
に
よ
る

労
作
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
日

蓮
宗
大
学
林
開
設
地
を
め
ぐ
る

曲
折
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
、
大
崎
は
候
補
地
で
は

な
か
っ
た
。
明
治
34
年
の
提
案

で
は
「
第
一
予
定
地
・
雑
司
ヶ

谷
法
明
寺
境
内
、
第
二
予
定

地
・
池
上
大
坊
所
有
地
、
第
三

予
定
地
・
二
本
榎
本
町
大
久
保

侯
爵
所
有
地
」と
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
大
崎
校
地
は
区
部
で
は

な
く
荏
原
郡
に
属
し
、
大
崎
駅

法学部教授

早川誠

利武は当初の別荘地の広さを3万坪としているが
（『大久保利通』講談社学術文庫）、この当時は1万6
千坪超となっている（『東京市及接続郡部地籍台帳』
国立国会図書館ウェブサイトより）。

当初は、西町全体が大久保家所有だった可能性がある。右下
角が今の高輪警察署交差点、右端の上下の中間が明治学院
前交差点。下部の道路形状は昔も今も同じだが、現在は桜田
通りが地図中央を左右に走る。（『東京市及接続郡部地籍地図』
国立国会図書館ウェブサイトより）

　
こ
の
10
月
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
は
、「
立

正
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト

リ
」（
以
下
、機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
）

を
開
設
し
ま
す
。
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
は
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
大
学
の
学
術

研
究
成
果
や
教
育
成
果
を
収

集
・
蓄
積
・
保
存
し
、
広
く
公

開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
。
現
在
、
多
く

の
大
学
図
書
館
で
開
設
さ
れ
、

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
学
術
情
報
流
通
基
盤
の
開

発
や
整
備
を
行
っ
て
い
る
国
立

情
報
学
研
究
所
は
、
こ
の
リ
ポ

ジ
ト
リ
に
つ
い
て
「
大
学
と
そ

の
構
成
員
が
創
造
し
た
デ
ジ
タ

ル
資
料
の
管
理
や
発
信
（
原
則

無
償
）
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
書
庫
」
と
し
て
、
学
術

論
文
や
調
査
報
告
書
等
の
電
子

デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
、
世
界
中

で
共
同
利
用
し
、
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
に
と
っ
て
は
「
論
文
の

公
開
と
引
用
回
数
の

増
加
が
大
学
の
地
位

向
上
に
貢
献
し
、
海

外
か
ら
の
留
学
生
の

確
保
も
好
影
響
が
見

込
ま
れ
る
」、
研
究
者

に
と
っ
て
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

論
文
が
無
料
で
ア
ク

セ
ス
で
き
る
た
め
引

用
さ
れ
や
す
く
な
り
、

研
究
の
向
上
に
つ
な

が
る
」、
そ
し
て
、
利
用
者
に

と
っ
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
で
き
る
環
境
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

無
料
で
利
用
可
能
で
あ
る
」
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
リ
ポ
ジ
ト
リ
。
本
学
で

も
、「
立
正
大
学
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
」
を
オ
ー
ル
立
正
で

育
て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

貴重な書簡を寄贈いただいた渡邉忠夫氏
には感謝状が授与されました

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の“
書
庫
”

「
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」を
開
設
！

研究やレポート作成に役立つ資料が見つかるかも。
お気軽にご利用ください

石橋湛山先生の
書簡が本学へ
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立正大学学園  平成２４年度決算報告
本学園の平成24年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説明します。

 ❶  消費収支計算書について
[（1）表参照]

費収入総額（帰属収入）は、
17,989,462千円で、対前年

度比 1,535,765千円、9.3％の増
となりました。これは主に資産売却
差額が 1,342,491千円増額したこ
となどによるものです。帰属収入か
ら組み入れる基本金は、  1,224,047
千円で、対前年度比 3,572千円、
0.3％の増となりました。帰属収入
から基本金を差し引いた消費収入は 
16,765,415千円で、対前年度比 
1,532,193千円、10.1％の増とな
りました。
　これに対し、24年度の消費支出
は 14,226,396千円で対前年度比 
527,544千円、3.9％の増となり
ました。消費収入と消費支出の差は 
2,539,019千円の消費収入超過で
あり、これに前年度繰越消費支出超
過額 10,653,974千円を加算する
と翌年度への繰越消費支出超過額
は 8,114,955千円となりました。
　次に、主な科目の内容について概
略説明します。
　消費収入の部の「学生生徒等納
付金」は、帰属収入の61.8％を占め、
授業料・入学金・施設設備資金など

からなっています。「手数料」は、
主として入学検定料で、志願者数（検
定料の対象者数）は大学で14,492
名（対前年度比609名減）、金額に
して 374,820千円、中学・高校は
692名（対前年度比196名増）、金額
にして 13,840千円となりました。
　「寄付金」は、日蓮宗 72,500千円、
開校140周年記念事業募金 74,547
千円、新入生父母 22,130千円な
どが主なものです。
　「補助金」は、大学に対して国など
から補助されたものが 1,002,741
千円、中学・高校に対して東京都か
ら補助されたものが 450,288千
円です。
　消費支出の部では、人件費が支出
合計の51.2％を占めますが、これ
には教職員約1,200名（非常勤講
師含む）の給与、退職給与引当金繰
入額が含まれております。
　「教育研究経費」は、教育研究業
務にかかわる人件費以外の諸経費
で、修繕費、旅費交通費、奨学費、
印刷製本費、光熱水料費、賃借料、
委託費、減価償却額などです。「管
理経費」は、法人業務、食堂喫茶、
学生寮、研修所および学生募集にか
かわる人件費以外の諸経費で、旅費
交通費、広告料、印刷製本費、委託

度中に支出された額 39,556,202
千円を差し引いた残り 7,646,368
千円が次年度へ繰越される支払資
金となります。
　主な支出科目の内容を説明し
ます。
　「施設関係支出」の主なものは、大
崎キャンパス近隣土地 928,593
千円、馬込キャンパス開発事業建設仮
勘定 2,273,572千円などです。「借
入金等返済支出」は、日本私立学校振
興・共済事業団への返済 350,000
千円、東京都私学財団への返済 
235,492千円です。
　「資産運用支出」は、第３号基本金
引当資産（石橋基金） 5,654,371千円、
減価償却引当特定資産 4,587,390
千円、教育施設拡充引当特定資産 
5,153,875千円、退職給与引当特
定資産 605,710千円を積立したも
のなどです。「その他の支出」は、
前期末未払金支払支出 961,895
千円などです。

 ❸  貸借対照表について
[（3）表参照]

学園が所有しております資産の
総額は、前年度と比べ 3,217,105

千円増加(3.7％増)し、91,275,666
千円となっており、これに対し負債の
総額は、前年度に比べ 545,961千円
減少(4.8％減)し、10,885,629千円
となっており、総資産に対する総負債
の割合は11.9％（40％以下なら健全
といわれております）となります。総資
産から総負債を引いた 80,390,037

千円(対前年度 3,763,066千円増) 
が正味財産です。
　基本金は 88,504,992千円であ
り、消費収支差額は 8,114,955千
円の消費支出超過となりました。
　主な科目の内容について概略説明
します。
　「有形固定資産」 39,833,136千
円は、減価償却引当金 38,221,737
千円控除後の金額です。「減価償却
引当特定資産」 19,110,868千円
は、既存建物の建替資金確保のため、
減価償却によって回収した資金の積
立資産です。「第３号基本金引当資
産」 9,855,771千円は、石橋湛山記
念基金です。「退職給与引当特定資産」 
1,809,558千円は、退職給与引当金 
3,605,633千円の約1/2額です。
　「長期借入金」2,127,478千円と

「短期借入金」586,292千円は、日
本私立学校振興・共済事業団ならび
に東京都私学財団からの借入金で
す。「前受金」3,140,113千円は、平
成25年度入学者の学費・寮費などで、
平成24年度中に入金になった額で
す。「基本金」の「第１号基本金」は
固定資産の取得に要した額、「第２号
基本金」は立正大学学園施設整備拡
充計画および立正大学大崎校舎施設
設備拡充計画として先行組入れし、
第１号基本金へ振替えた後の額、「第
３号基本金」は石橋湛山記念基金、

「第４号基本金」は恒常的に保持す
べき資金の額としてそれぞれ組み入
れた額です。

以　上

消

費、減価償却額などです。
　「基本金組入額」は、校地・校舎・
機器備品・図書などの教育研究条件
の整備充実のために要する支出を帰
属収入のうちから組み入れるもので
す。第１号基本金は、馬込キャンパ
ス校地取得に係る借入金当期返済
分、また、大崎キャンパス近隣土地
取得ならびに馬込キャンパス施設整
備工事のために第２号基本金から振
り替えたものが主たるものです。第
２号基本金は、第１号基本金への振
り替えで 3,192,954千円減少し、
大崎校舎施設設備拡充計画で24年
度分 500,000千円組入れました。
その結果、組入れ 3,917,001千円、
先行組入れ△2,692,954千円とな
り、当期組入高は 1,224,047千円
となっています。

 ❷  資金収支計算書について
[（2）表参照]

金収支計算書は、「当該会計
年度の諸活動に対応するすべ

ての収入支出の内容ならびに支払資
金の収支のてん末を表示した」もの
です。平成24年度の資金の収入額
は 38,698,133千円でこれに前年度
から繰越された支払資金8,504,437
千円（24年４月１日現在の支払資金

残高）を加えた 
47,202,570
千円が当年度の
収入総額です。
ここから人件費
支出以下の当年

資

本

（2） 平成24年度資金収支計算書　平成24年4月1日から平成25年3月31日まで (単位:円)

収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,126,910,000 11,124,815,450 2,094,550
手 数 料 収 入 375,517,000 402,050,035 △ 26,533,035
寄 付 金 収 入 178,945,000 202,598,205 △ 23,653,205
補 助 金 収 入 1,434,825,000 1,453,029,194 △ 18,204,194

国 庫 補 助 金 収 入 976,666,000 993,786,000 △ 17,120,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 457,439,000 458,523,194 △ 1,084,194
日 本 学 生 支 援 機 構 補 助 金 収 入 720,000 720,000 0

資 産 運 用 収 入 1,111,266,000 1,322,482,562 △ 211,216,562
資 産 売 却 収 入 6,030,000 5,077,421,175 △ 5,071,391,175
事 業 収 入 513,754,000 506,767,234 6,986,766
雑 収 入 443,629,000 483,870,457 △ 40,241,457
借 入 金 等 収 入 1,200,000 400,000 800,000
前 受 金 収 入 3,228,067,000 3,140,112,500 87,954,500
そ の 他 の 収 入 5,581,758,000 18,475,727,555 △ 12,893,969,555
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,437,985,000 △ 3,491,141,429 53,156,429
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 8,504,437,000 8,504,436,805 

収 入 の 部 合 計 29,068,353,000 47,202,569,743 △ 18,134,216,743
支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 支 出 7,546,269,000 7,532,498,025 13,770,975
教 育 研 究 経 費 支 出 4,027,852,000 3,640,650,128 387,201,872
管 理 経 費 支 出 1,472,372,000 1,333,353,237 139,018,763
借 入 金 等 利 息 支 出 39,349,000 39,349,482 △ 482
借 入 金 等 返 済 支 出 585,292,000 585,492,000 △ 200,000
施 設 関 係 支 出 3,485,155,000 3,402,861,702 82,293,298
設 備 関 係 支 出 234,978,000 216,534,651 18,443,349
資 産 運 用 支 出 5,419,913,000 22,921,026,898 △ 17,501,113,898
そ の 他 の 支 出 1,030,934,000 1,042,840,126 △ 11,906,126
予 備 費 84,859,000 84,859,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 291,303,000 △ 1,158,404,263 867,101,263
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,432,683,000 7,646,367,757 △ 2,213,684,757

支 出 の 部 合 計 29,068,353,000 47,202,569,743 △ 18,134,216,743

（1） 平成24年度消費収支計算書　平成24年4月1日から平成25年3月31日まで (単位:円)

消 費 収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,126,910,000 11,124,815,450 2,094,550
手 数 料 375,517,000 402,379,577 △ 26,862,577
寄 付 金 183,818,000 213,319,757 △ 29,501,757
補 助 金 1,434,825,000 1,453,029,194 △ 18,204,194

国 庫 補 助 金 976,666,000 993,786,000 △ 17,120,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 457,439,000 458,523,194 △ 1,084,194
日 本 学 生 支 援 機 構 補 助 金 720,000 720,000 0

資 産 運 用 収 入 1,111,266,000 1,322,482,562 △ 211,216,562
資 産 売 却 差 額 6,030,000 2,491,150,000 △ 2,485,120,000
事 業 収 入 513,754,000 506,767,234 6,986,766
雑 収 入 443,629,000 475,518,459 △ 31,889,459
帰 属 収 入 合 計 15,195,749,000 17,989,462,233 △ 2,793,713,233
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,291,909,000 △ 1,224,047,231 △ 67,861,769

消 費 収 入 の 部 合 計 13,903,840,000 16,765,415,002 △ 2,861,575,002
消 費 支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 7,441,755,000 7,279,950,421 161,804,579
教 育 研 究 経 費 5,632,202,000 5,261,591,444 370,610,556
管 理 経 費 1,779,502,000 1,628,810,982 150,691,018
借 入 金 等 利 息 39,349,000 39,349,482 △ 482
資 産 処 分 差 額 14,497,000 16,693,952 △ 2,196,952
予 備 費 100,958,000 100,958,000

消 費 支 出 の 部 合 計 15,008,263,000 14,226,396,281 781,866,719
当 年 度 消 費 収 入 超 過 額 △ 1,104,423,000 2,539,018,721 
前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 10,653,974,000 10,653,974,153
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 11,758,397,000 8,114,955,432 

(単位:円)

資 産 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 資 産 79,202,390,108 77,395,799,444 1,806,590,664
有 形 固 定 資 産 39,833,135,820 38,135,633,155 1,697,502,665

土 地 14,318,424,715 13,389,831,715 928,593,000
建 物 18,164,605,358 19,344,041,787 △ 1,179,436,429
構 築 物 2,059,597,934 2,230,388,900 △ 170,790,966
教 育 研 究 用 機 器 備 品 514,894,800 635,167,419 △ 120,272,619
そ の 他 の 機 器 備 品 25,952,232 30,928,935 △ 4,976,703
図 書 705,862,132 731,641,318 △ 25,779,186
車 輌 5,878,819 9,305,601 △ 3,426,782
建 設 仮 勘 定 4,037,919,830 1,764,327,480 2,273,592,350

そ の 他 の 固 定 資 産 39,369,254,288 39,260,166,289 109,087,999
電 話 加 入 権 11,123,193 11,123,193 0
長 期 貸 付 金 63,167,000 59,283,000 3,884,000
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 19,110,868,000 18,406,098,000 704,770,000
第 3 号 基 本 金 引 当 資 産 9,855,770,757 9,855,770,757 0
教 育 施 設 拡 充 引 当 資 産 1,795,426,309 4,488,380,164 △ 2,692,953,855
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 1,809,557,500 1,927,432,000 △ 117,874,500
周 年 記 念 事 業 引 当 特 定 預 金 0 20,000,000 △ 20,000,000
有 価 証 券 6,546,398,000 4,327,079,175 2,219,318,825
差 入 保 証 金 165,000,000 165,000,000 0
そ の 他 の 固 定 資 産 11,943,529 0 11,943,529

流 動 資 産 12,073,275,799 10,662,761,198 1,410,514,601
現 金 預 金 7,646,367,757 8,504,436,805 △ 858,069,048
未 収 入 金 476,226,329 317,375,975 158,850,354
有 価 証 券 3,884,819,102 1,770,728,122 2,114,090,980
修 学 旅 行 費 預 り 資 産 31,208,920 33,150,494 △ 1,941,574
貯 蔵 品 815,377 915,606 △ 100,229
前 払 保 険 料 7,543,281 4,553,730 2,989,551
そ の 他 の 流 動 資 産 26,295,033 31,600,466 △ 5,305,433

資 産 の 部 合 計 91,275,665,907 88,058,560,642 3,217,105,265

負 債 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 負 債 5,747,140,377 6,651,367,160 △ 904,226,783
長 期 借 入 金 2,127,478,000 2,713,570,000 △ 586,092,000
退 職 給 与 引 当 金 3,605,633,369 3,849,780,973 △ 244,147,604
長 期 未 払 金 14,029,008 88,016,187 △ 73,987,179

流 動 負 債 5,138,488,944 4,780,222,848 358,266,096
短 期 借 入 金 586,292,000 585,292,000 1,000,000
未 払 金 1,224,259,339 962,172,985 262,086,354
前 受 金 3,140,112,500 3,021,500,800 118,611,700
預 り 金 118,976,575 135,136,569 △ 16,159,994
修 学 旅 行 費 預 り 金 31,848,530 33,470,494 △ 1,621,964
預 り 保 証 金 37,000,000 42,650,000 △ 5,650,000

負 債 の 部 合 計 10,885,629,321 11,431,590,008 △ 545,960,687
基 本 金 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
第 1 号 基 本 金 76,016,794,952 72,099,793,866 3,917,001,086
第 2 号 基 本 金 1,795,426,309 4,488,380,164 △ 2,692,953,855
第 3 号 基 本 金 9,855,770,757 9,855,770,757 0
第 4 号 基 本 金 837,000,000 837,000,000 0
基 本 金 の 部 合 計 88,504,992,018 87,280,944,787 1,224,047,231
消 費 収 支 差 額 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 8,114,955,432 10,653,974,153 2,539,018,721
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △ 8,114,955,432 △ 10,653,974,153 2,539,018,721

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 91,275,665,907 88,058,560,642 3,217,105,265

（3） 貸借対照表　平成25年3月31日

●帰属収入 ●消費支出 ＋ 基本金組入額●消費支出
借入金等利息
0.3% 

資産処分差額
0.1% 

人件費
51.2%

教育研究経費
37.0%

管理経費
11.4%

人件費
47.1% 

教育研究経費
34.1%

管理経費
10.5% 

 

借入金等利息
0.3% 

資産処分差額
0.1% 

基本金組入額 7.9%

学生生徒等納付金
61.8% 

手数料
2.2%  

寄付金
1.2% 

資産運用収入 7.4%

資産売却差額 13.8%

事業収入 2.8%

雑収入 2.6%

国庫補助金
5.5%

地方公共団体
補助金
2.5%

補助金
8.1% 

※ �「補助金」には、このほか日本学生支援機構補助金0.004%もあります。
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ユニデンス外観。高級マンションのよう

白菊寮（昭和45〜47年ごろ）

白菊寮全景

旧女子寮だった白菊寮。外観はシャープで、当時としてはモダン
な建物でした。その後は野球部の寮として使われていましたが、
今年度中に取り壊されることになりました。

　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、
教職員、学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。写真、
絵画、イラスト、漫画（４コマ等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真
投稿に際してご本人以外の方が写っているものは、その方の了承
を得てくださいますよう、お願いいたします。
　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番
号を明記の上、奮ってご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４-２-16　
　　　　 立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／ pln@ris.ac.jp
■第124号掲載締め切り　平成25年10月25日必着

皆さまの作品をお寄せください

学
生
寮
特
集 

P
A
R
T
②

　
立
正
大
学
は
昨
年
（
平
成

24
〈
2
0
1
2
〉
年
）
に
開
校

1
4
0
周
年
を
迎
え
た
、
日
本

の
数
あ
る
私
立
大
学
の
な
か
で

も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る

大
学
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
淵
源
は
古
く
、
源
流
は

日
蓮
門
下
の
教
育
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
た
飯い

い

高だ
か

檀だ
ん

林り
ん

に
求
め

ら
れ
ま
す
。
大
学
の
創
始
は
約

4
0
0
年
前
の
天
正
年
間
に
ま

で
遡
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
以
来
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で

幾
多
の
変
遷
を
重
ね
ま
す
が
、

明
治
維
新
を
迎
え
て
新
政
府
の

下
、
明
治
5
（
1
8
7
2
）
年

の
学
制
公
布
に
よ
り
、
そ
の

役
目
は
東
京
芝
二
本
榎
に
設

け
ら
れ
た
「
小
教
院
」
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
明
治
37

（
1
9
0
4
）
年
に
は
現
在
の

大
崎
の
地
に
校
地
を
移
転
。
専

門
学
校
令
に
基
づ
き
「
日
蓮
宗

大
学
林
」
と
し
て
認
可
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
時
を
経
て
、
大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
に
は
大
学
令

【タイトル】

秋の景勝
【投稿者】

鈴木俊成
（地球環境科学部
環境システム学科 3 年）

【コメント】 
撮影地は山梨県の昇

しょう

仙
せん

峡
きょう

。紅
葉の見ごろの際に、モミジと荒々
しい岩肌が見事な峡谷美を描く
覚
かく

円
えん

峰
ぼう

を撮影しました。

熊谷学寮（昭和62年）

熊谷学寮の入り口。仏教学部生が日々研鑽しています

熊谷学寮全景。正面に見えるのは本堂です

仏教学部生は昭和56（1981）年度から教養課程を熊谷キャ
ンパスで受講することになりました。それをきっかけに新
設されたのが、同学部の1、2年生を収容するとともに、僧
風教育を施す熊谷学寮です（同年3月竣工）。熊谷学寮は日
蓮宗宗立ということもあり、基本的に宗門関係の学生が入
寮しました。現在はサッカー部の寮として使われています。

女子寮のA館（316室）と男子寮のB館（438室）から構成さ
れるユニデンス。14階建てで完全個室です。A館は平成8
（1996）年、B館は平成9（1997）年に竣工しました。当時
は全学部の1、2年生が熊谷で学んでいたため、入居は抽選。
その倍率はかなり高かったようです。

ユニデンスA館・B館（平成9年）

直線で構成された食堂の内部。蛍光灯
がレトロモダンな雰囲気です

左端に写っている方はテニスの練習に
向かうようです

【投稿者】
経済学部 4 年 ペンネーム 「フグ」

【タイトル】

夏の終わり
【投稿者】

髙見澤誠
  （経営学部経営学科 2 年）

【コメント】 
移りゆく季節の変わり目に、シャッターを切ってみました。

　本学では、立正大学（立正中学・高校・短期大学部を含
みます）に関するさまざまな資料を収集しています。
　広報誌などの学内刊行物、時間割、講義ノート、文書資料、
学生運動関係等のビラ、写真（アルバム）、記念品、躍進歌
など、立正大学に関する資料がございましたら、本学にご寄
贈、もしくは貸与していただきますよう、お願いいたします。

立正大学の歴史資料
を収集しています
☎03-3492-2690

に
よ
り
「
立
正
大
学
」
が
認
可
・

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

激
動
の
昭
和
時
代
に
は
変
転
す

る
社
会
環
境
に
対
応
し
つ
つ
教

育
を
実
施
し
、
多
く
の
人
材
を

各
界
へ
輩
出
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
立
正
今
昔
」
は
そ
ん

な
立
正
大
学
を
写
真
で
見
る

「
立
正
大
学
版
今
昔
物
語
」
で

す
。
前
号
に
引
き
続
き
、
今
号

も
学
生
寮
を
特
集
し
ま
す
。
今

回
は
い
ず
れ
も
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
白
菊
寮
、
熊
谷
学
寮
、

ユ
ニ
デ
ン
ス
A
館
・
B
館
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

先
輩
方
の
青
春
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

オートロック式のエントランス。フ
ロントには管理人が常駐しているの
で安心です

友人とほっと一息つけるパブレスト
ラン「マイトリー」。共有部分2階に
あります
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馬
込
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
校
生
活
も
、
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
明
る
い
声
は
学
校
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
放
課
後
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら
は
ひ
と
き
わ
元
気
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
今
号
で

は
そ
の
二
つ
の
施
設
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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立
正
大
学
付
属

立
正
中
学
校
・
高
等
学
校
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【
新
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
紹
介
❸
】

ア
ウ
ト
ド
ア
の
体
育
施
設
も

一層
拡
充
、さ
ら
に
快
適
!

平成26年度入試要項受 験 生 の皆さまへ

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
目
玉
施
設

の
一
つ
は
5
3
2
4
㎡
と
い
う
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
、
人
工
芝

野球のグラウンドが対角線上に
2 面取れます

80ｍの直走路。グラウンドの広さが実感できます

12 個のプラスチックカップをさまざまに積み上げては
崩します。森君の手さばきをぜひ目の前で見たいもの

を
敷
き
詰
め
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

す
。
体
育
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
野
球
部
、
陸
上

競
技
部
が
活
動
す
る
空
間
で
す
。

　

野
球
は
2
面
同
時
に
使
用
で

き
ま
す
。
陸
上
用
の
全
天
候
型

ト
ラ
ッ
ク
に
は
2
レ
ー
ン
80
ｍ

の
直
走
路
と
幅
跳
び
用
の
砂
場

が
あ
り
ま
す
。

　

校
門
を
く
ぐ
る
と
目
の
前
に

広
が
る
緑
の
空
間
。
誰
も
が
驚

き
の
声
を
上
げ
ま
す
。
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　松田沙織先生が今も続けるバレーボールを始めたきっかけ
は、小学生のころにお母さまに勧められたこと。インターハ
イや春高バレーへの出場常連校の強豪、下北沢成徳高校に進
み、全国制覇を目指して練習に励みました。
　2歳上には日本代表の木村沙織さんがいて、一緒にプレー
したとか。「同じ名前なので親近感も湧き、常に目標としてき
ました」と当時を振り返ります。
　体育大学を卒業して2年目の松田先生は、持ち前の若さと
明るさで生徒の憧れの的。根っからの体育会系だけあって、
中学生には基礎体力づくりの重要性を知ってほしい、高校生
にはどんな競技でも自ら考えて組み立てながら楽しんでほし
いと願っています。
　「体育の授業ではスポーツを思い切り楽しんでほしいです
ね。そして、一生涯続けられる競技を見つけてもらえれば」と
松田先生はメッセージを送ってくれました。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
木
村
沙
織
さ
ん
と
切
磋
琢
磨

中学生は基礎体力づくりの重要性を知り、
高校生はどんな競技も自ら考えて楽しんで。
生涯続けられるスポーツを見つけてほしい

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ
キ
ン
グ

ジ
ュニ
ア
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
!

　

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
と

は
、
9
個
ま
た
は
12
個
の
専
用

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ッ
プ
を
決
め

ら
れ
た
型
に
積
み
上
げ
た
り
、

崩
し
た
り
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
、

1
0
0
分
の
1
秒
単
位
で
競
う

と
い
う
も
の
。
誕
生
国
の
ア
メ

リ
カ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
扱

わ
れ
て
お
り
、
世
界
大
会
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

反
射
神
経
や
集
中
力
が
必
要

に
な
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
で
競
技

を
す
る
際
に
は
協
調
性
も
求
め

ら
れ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

で
は
中
高
の
授
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

森
圭
伸
君
は
今
年
4
月
に
ア

メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
大
会
に
出

場
。
4
人
一
組
で
タ
イ
ム
を
競

う
団
体
戦
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。

森 

圭
伸
く
ん

中
2

「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」

　

屋
上
に
広
が
る
3
面
の
コ
ー

ト
は
ま
さ
に
圧
巻
。
さ
ら
に
、

壁
打
ち
用
の
コ
ー
ト
が
別
に
1

面
あ
る
た
め
、
テ
ニ
ス
部
員
に

と
っ
て
は
大
満
足
の
施
設
で
す
。

コ
ー
ト
か
ら
見
下
ろ
す
所
に
は

新
幹
線
が
通
っ
て
お
り
、
抜
群

の
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開放感あふれる屋上で気分良くプレーできます

グラウンド

テニスコート
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正
大
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南
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等
学
校

　三重県の大学を卒業し、今年度、母校である本校に着任し
た内藤大裕先生。本校に在学中から、“次世代を担う若人を育
てたい”という本校の先生方の教育に対する熱い思いを感じて
いたそうです。
　大学に進学してからは、淞南の先生のような熱い思いを持っ
て仕事をしたいという願いが一層強くなり、母校の教壇に立
つことを夢見るほどに。
　その願いがかなった今、内藤先生は毎日が大変充実してい
ると感じています。それと同時に、「本校の先生方は今も私を
育ててくださっているのだと考えると本当にうれしく思いま
す」とも。
 “その国の若者を見れば、その国の未来がわかる”という言葉
があります。この言葉に対して、内藤先生は教員として、若
者として大きな責任を負っているのではないかと考えている
そうです。
　「まだまだ至りませんが、まずは自分を律して、生徒と共に
成長していきたいと考えています。その思いをいつまでも忘
れず、私が受けたように、生徒に良い影響を与えられる教員
になりたいですね」

生
徒
に
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
教
員
に
な
り
た
い

た
ま
も
の
で
す
。
必
死
に
な
っ

て
戦
っ
て
い
る
彼
ら
の
姿
は
大

き
な
成
長
を
感
じ
さ
せ
、
見
て

い
る
多
く
の
人
た
ち
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　

淞
南
ナ
イ
ン
は
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
結
果
を
残
せ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
先
輩
た
ち
が
粘

り
強
く
戦
う
と
い
う
淞
南
野
球

の
伝
統
を
築
い
て
く
れ
た
か
ら

で
す
。
そ
の
D
N
A
を
受
け
継

ぎ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
今

年
の
チ
ー
ム
は
勝
ち
上
が
っ
た

の
で
す
。
こ
の
良
き
伝
統
は
確

実
に
次
の
年
代
に
つ
な
が
っ
て

い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
輩
た
ち
は
今
、
も
が
き
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
良
い
手
本
を

2
年
間
見
て
き
て
、
や
る
べ
き

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
を
表
現
で
き
な
い
で
い
る

の
で
す
。実
際
に
チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変
な

の
か
、
一
人
ひ
と
り
が
実
感
し

て
い
る
は
ず
で
す
。

　

1
年
後
の
夏
に
は
も
う
一
度

甲
子
園
の
舞
台
に
立
て
る
よ
う
、

全
員
で
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

9

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

島
根
大
会
に
お
い
て
、
淞
南
は

2
年
連
続
で
決
勝
に
進
出
し
ま

し
た
。
昨
年
の
甲
子
園
出
場
か

ら
1
年
。
県
大
会
連
覇
と
い
う

栄
冠
を
目
指
し
た
淞
南
の
夏
は

準
優
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
準
優
勝
と
い
う
結

果
は
選
手
た
ち
の
が
ん
ば
り
の

　8月18日、19日の2日間、1、2年生の進学クラスは、立正
大学大崎キャンパスで行われたオープンキャンパスに参加し
ました。初日はまず大崎キャンパスで学部説明会や模擬授業
などを受講。その後、熊谷キャンパスに移動して、本校の卒
業生に会い、現役大学生の生の声を聞くことができました。
　続く2日目は都内の他大学を2校見学してから東京タワー
を訪れました。本校の卒業生で、現在東京タワーで働いてい
る方に、職場を見学させていただくと同時に、「働く」とい
うことについて貴重なお話を聞かせていただいたのです。
　実際に大学のキャンパスを訪ね、大学生や卒業生とじかに
触れ合うことで、生徒自身の進学意識や就労意識の促進につ
ながったように感じられた2日間でした。参加者はこの体験
を自身の糧とし、これからの学習に役立ててほしいです。

対真岡高校戦（栃木県代表）の勇姿。冬の選手権に向け、好材料も

いざ出陣 !　栄冠を目指して健闘しました

子
は
な
く
、
す
ぐ
さ
ま
反
撃
に

入
り
ま
す
。
そ
し
て
迎
え
た
前

半
23
分
、
ド
リ
ブ
ル
で
持
ち
込

ん
だ
F
W
宮
森
信
吾
君（
2
年
）

が
右
足
で
同
点
ゴ
ー
ル
。
前
半

を
1–

1
で
折
り
返
す
と
、
後

半
29
分
に
は
M
F
熊
田
克
斗

君
（
3
年
）
の
C
K
に
M
F
中

野
諒
君
（
3
年
）
が
頭
で
合
わ

せ
、
試
合
を
引
っ
く
り
返
し
ま

し
た
。

　

続
く
3
回
戦
で
は
栃
木
県
代

表
の
真
岡
高
校
と
対
戦
。
試
合

は
0–

0
の
ま
ま
前
後
半
70
分

間
で
決
着
が
つ
か
ず
、
P
K
戦

　

2
回
戦
か
ら
の
登
場
と
な
っ

た
淞
南
は
、
三
重
県
代
表
の
三

重
高
校
に
2–

1
で
逆
転
勝
ち

し
、
初
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

前
半
8
分
に
P
K
で
先
制
さ

れ
、
追
う
展
開
で
始
ま
り
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
に
焦
り
の
様
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8
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
今

年
の
淞し

ょ
う

丹た
ん

祭さ
い

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
企
画
と
し
て
伝
統
の

「
Mr
・
○
○
、
Ms
○

○
」
の
発
表
に
続
き
、

各
ク
ラ
ス
の
C
M
を
放

送
す
る
な
ど
、
新
し
い

試
み
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
会
企

画
で
は
ク
ラ
ス
対
抗
の

ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
、

3
年
4
組
が
見
事
優

勝
。
ク
ラ
ス
で
自
由
に

使
え
る
1
万
円
を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
ブ
ー
ス

で
は
、
3
年
生
は
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
に
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
唐
揚
げ

に
焼
き
そ
ば
な
ど
調
理
販
売
を

行
い
、
来
場
者
の
舌
を
う
な
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
2
年

生
と
１
年
生
は
教
室
を
使
い
、

お
化
け
屋
敷
や
映
画
館
な
ど
体

験
型
の
ブ
ー
ス
を
展
開
。
ク
ラ

ス
の
特
色
が
そ
れ
ぞ
れ
に
出
て

い
ま
し
た
。

へ
。
P
K
戦
も
7
人
目
ま
で
も

つ
れ
る
激
闘
と
な
り
ま
し
た

が
、
P
K
5–

6
で
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
2
年
連
続

で
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
決
勝

進
出
を
果
た
し
、“
次
こ
そ
は

自
分
た
ち
が
日
本
一
に
”
と

戦
っ
た
淞
南
で
し
た
が
、
無
念

の
16
強
敗
退
。
こ
の
悔
し
さ
を

忘
れ
ず
、
次
は
冬
の
選
手
権
で

悲
願
の
日
本
一
を
目
指
す
淞
南

イ
レ
ブ
ン
で
す
。

1泊2日の弾丸ツアー
今年も「立正大ツアー」を開催

島
根
大
会

伝統のオープニング企画「Mr. ○○、Ms ○○」

3 年生自慢の調理販売。焼きそばづくりは手慣
れたもの !?

8
月
30
日
、　
　
　 
　
開
催

各
ク
ラ
ス
の
C
M
な
ど
新
し
い
試
み
も

健
闘
の
16
強
入
り

冬
の
選
手
権
で

日
本
一
を
目
指
す

ナインを鼓舞し続けた応援団旗

高校総体

淞
丹
祭

社会福祉学部の教室で。おもちゃに興味津々

淞南OBの立正大生からアドバイスをもらいました

2
年
連
続
で

決
勝
に
進
出

粘
り
強
く
戦
う
と
い
う

D
N
A
を
受
け
継
ぐ

本
校
の
先
生
方
の
よ
う
な
熱
い
思
い
を
持
っ
て

仕
事
を
し
た
い
と
い
う
願
い
が
強
く
な
り
、

今
年
度
か
ら
母
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
に



女子部員からは日本代表も念願の 1 部昇格で立正旋風を

増しました。
　後期リーグ戦次第ではまだまだ優
勝を狙える位置にいます。初戦から
上位校と対戦しますが、チーム一丸
となって勝利を目指します。
　皆さま、ぜひ会場にお越しくださ
い。一回りレベルアップした選手と
チームの姿をお見せすることをお約
束します。応援のほど、

よろしくお願いします。

ラグビー部

昨年度は念願の関東大学リーグ
戦グループ1部復帰を6季ぶ

りに果たすことができました。昨年
12月8日の入替戦当日はたくさん
の学校関係者、後援会、ラ
グビー部OB、保護者、地
域の方に熊谷ラグビー場へ
足を運んでいただき、選手
たちにとって大きな力とな
りました。本当にありがと
うございました。
　今シーズンは堀越正己監
督以下、菊地克将ヘッドコー
チ<男子>（本学OB）、宮崎
善幸ヘッドコーチ<女子>、
吉澤太一キャプテン、三樹
加奈キャプテンという新体
制。男子20名、女子3名の

新入生も入部し、春から厳しいト
レーニングに取り組んできました。
　8月には長野県菅平で強化合宿を
行い、来るシーズンに向けて最終調
整。昨年度までより大きくて強い関
東大学リーグ戦1部の相手と対戦す
るため、選手の意欲も高く、例年以
上にしっかり準備することができま
した。
　ラグビーシーズンはこれからが本
番。応援してくれる人たちがわくわ
くするような魅力的なラグビーを展

開し、ラグビー界に立正旋風を巻き
起こします。立正大学ラグビー部へ
の一層のご支援、ご声援をお願いし
ます。

サッカー部

5月に開幕した東京都大学サッ
カーリーグ戦前期は、序盤こ

そ厳しい戦いが続きましたが、残り
3試合に連勝し、5勝4敗と5位で折
り返すこととなりました。中断期間
中は後期リーグ戦の開幕に向けて、
猛暑の熊谷で厳
しいトレーニング
と強化試合を重
ね、肉体的にも精
神的にも一層たく
ましくなりまし
た。また、野外実
習やキャンプで意
思統一を図り、団
結力も強固さを

クラブ、サークル情報  気になるクラブを応援に行こう!

◆柔道部
11月17日（日） 第55回東京学生柔道二部優勝大会　　於：講道館
11月17日（日） 第13回東京学生柔道オープン大会　　於：講道館

◆剣道部
11月24日（日） 第59回関東学生剣道新人戦大会　　　於：東京武道館
11月30日（土） 第14回関東女子学生剣道新人戦大会　於：東京武道館
12月  8日（日） 埼玉学生剣道優勝大会　　　　　　　  於：尚美学園大学

◆籠球部
  8月28日（水）～ 第89回関東大学バスケットボールリーグ戦
  8月31日（土）～ 第63回関東大学女子バスケットボールリーグ戦

◆排球部
  9月中旬～ 平成25年度関東バレーボール秋季リーグ戦

◆水泳部

12月15日（日） 第6回関東学生ウィンターカップ公認記録会
於：平塚総合体育館温水プール

2014年3月2日（日） 第37回関東学生冬季公認記録会
於：千葉国際水泳場

◆弓道部
  9月15日（日）
　　　　 ～10月13日（日） 平成25年度東京都学生弓道連盟リーグ戦

◆バドミントン部
11月  1日（金）～17日（日） 関東学生バドミントン新人選手権大会

◆射撃部

11月  7日（木）～10日（日） 平成25年度関東ライフル射撃新人大会
平成25年度関東学生AR・SBR大会

◆アメリカンフットボール部
  9月22日（日）
　　　　 ～11月16日（土） 関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグ戦

  9月22日（日） VS東京農工大学
於：立正大熊谷陸上競技場　　　14時00分～

10月  6日（日） VS首都大学東京
於：立正大熊谷陸上競技場　　　13時45分～

10月20日（日） VS成城大学
於：首都大学東京八王子グラウンド　11時00分～

11月  3日（日） VS文教大学
於：文教大学北越谷グラウンド　13時45分～

11月16日（土） VS東京経済大学
於：調布市アミノバイタルフィールド　11時00分～

◆吹奏楽部

11月23日（土） 第48回定期演奏会（入場無料）
於：川口総合文化センター・リリアメインホール

◆児童文化研究部

11月  2日（土）～  3日（日）
星霜祭公演（人形劇とワークショップ）
第1回目　11時30分～
第2回目　14時00分～

　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は1月1日発行（第124号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ちし
ております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

は例年2〜3月に始まり、半年以上
をかけてその日を迎えます。主な活
動内容は企画立案から当日の運営、
参加団体（サークルや有志）の窓口
対応まで盛りだくさん。また、地域
のイベント運営のお手伝いにも積極

的に参加しています。
　今年の橘花祭まではいよいよ残り
1カ月ほど。委員一丸となって活動
を続けていこうと思っています。

（橘花祭実行委員長／文学部社会学科4年・

宮﨑健太郎＝千葉県立若松高等学校出身）

に1回ほど集まり、企画（アーティ
ストライブ、カラオケ大会、お化け
屋敷、迷路など）の読み合わ
せやスケジュールの確認、情
報共有などを行っています。
　普段は和気あいあいと楽し
く活動していますが、開催期
間が近づくと泊まり込みの合
宿を行い、準備はラストス
パートに入ります。また、星
霜祭の期間中は実行委員会
総出で参加者をサポートし、
来場者をもてなします。

（星霜祭実行委員長／社会福祉学部社会福祉

学科4年・植木聡士＝私立桐陽高等学校出身）

き ら りシリーズ

課外活動情報
を 募  集  中！

橘花祭・星霜祭実行委員会

準備期間は半年以上に

橘花祭実行委員会
　「橘

きっ

花
か

祭
さい

」とは毎年秋に開催され
る大崎キャンパスの大学祭のことで
す。毎年1万人以上のお客さまがご
来場されます。当日はミスコンテス
トや人気アーティストによる公演、
学生サークルなどによるステージ企
画・模擬店・教室企画などが行われ
ます。
　今年度のテーマは「軌跡」。本番
は11月ですが、実行委員会の活動

おそろいのブルゾンで士気を高めます

課外活動

本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、
硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

ステージだって自分たちの手でつくります

開催期間中は総出で活動

星霜祭実行委員会
　星

せい

霜
そう

祭
さい

実行委員会は「星霜祭」を
自分の手で創り上げたいという人が
参加する、いわばサークルです。各
学部の1年生から4年生で構成され
る実行委員は忙しい中、星霜祭の成
功を目標に活動しています。
　学園祭実行委員というと堅いイ
メージがあると思いますが、そんな
ことはありません。基本的に2週間

vs法政大 ●12-56
vs東海大 9月22日（秩父宮）
vs中央大 10月6日（上柚木）
vs日本大 10月20日（熊谷）
vs流通経済大 10月27日（ケーズスタ）
vs拓殖大 11月10日（熊谷）
vs大東文化大 11月24日（熊谷）

ラグビー部
関東大学リーグ戦グループ1部

（県営熊谷ラグビー場ほか）

「仏教系四大学野球大会」のプレーボールを前に

硬式野球部

硬式野球部所属の3年生22名
は8月6日から12日までの7

日間、米国研修でロサンゼルスを訪
れました。当初こそ異国の地での戸
惑いもありましたが、合同練習など
で本場の選手らと交流を深めまし
た。自分たちが多くの方々に支えら
れていることも実感でき、野球人と
しても学生・人間としてもパワーを
たっぷりもらいました。
　8月13・14日には高校
生の練習会を行いました

（甲子園組は別日程）。来
年も多くの有望選手たち
が入部してくれそうです。
　また、8月19日からは
駒澤大・龍谷大・愛知学
院大・立正大の4大学が
熊谷キャンパスに集結。
2日間にわたって「仏教

系四大学野球大会」が行わ
れ、「あついぞ！熊谷」に負
けない熱戦が繰り広げられ
ました。本学は決勝で駒澤
大に敗れ、準優勝という悔
しい結果に終わりました。
　いずれも9月7日に開幕し
た東都大学野球連盟秋季
リーグ戦に向けての良い経
験となりました。一部昇格
を目指して全力で戦ってま
いりますので、ご声援のほ
ど、よろしくお願いします。

vs専修大 ●1-8、○8-1、○4-3
vs東洋大 9月16日、17日
vs国士大 9月30日、10月1日
vs日本大 10月7日、8日
vs東農大 10月21日、22日

硬式野球部
東都大学2部リーグ

（神宮第二球場）

あのドジャー・スタジアムを見学する機会にも恵まれました

多
様
な
経
験
を
糧
に
秋
に
臨
む

6
季
ぶ
り
に
リ
ー
グ
戦
1
部
に
復
帰

今季の立正大学イレブン

自在のパスワークで相手を翻弄

   サッカー部
東京都1部リーグ（立正大学サッカー場ほか）

日程 時間 対戦校 会場 結果
第１０節 ８月２５日 11:00 vs山梨学院大 山学大G △1-1
第１１節 ９月  １日 12:00 vs東京大 東京大G ○2-1
第１２節 ９月  ８日 11:00 vs日本大 立正大G ●0-1
第１３節 ９月１５日 11:00 vs明治学院大 立正大G
第１４節 ９月２２日 11:00 vs帝京大 立正大G
第１５節 ９月２９日 11:00 vs亜細亜大 立正大G
第１６節 １０月  ６日 11:00 vs立教大 立正大G
第１７節 １０月１３日 11:00 vs東京経済大 立正大G
第１８節 １０月２０日 未定 vs国学院大 未定

「スポーツの秋」に期す

優勝を目指してチーム一丸

※9月9日現在
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グループワーク形式で楽しく学びながら、人間力を総合的に高めていくことが「モラりす塾」の狙いです

め、全学生に「教養」「自律性」「感
受性」を高められるような機会を
提供するとともに、ほかの学生に
対して影響力を与えられるような

「リーダー」の養成を図るというプ
ログラムです。2009年から始まっ
たこのプログラムには毎年、本学
職員が横断的に参加、内容につい
ても企画しています。
　5回目の今年度のテーマは「理
想の授業を企画立案しよう」。学生
が考える、受けてみたい授業に関
するプレセミナーを7月に開き、
小学校から大学まで受けてきた授
業の中で、印象に残っているもの
やその要素について分析・共有を
行いました。
　続く8月には合宿セミナーを熊谷
キャンパスのユニデンスで開催。

その際には文学部と法学部の教員
も参加し、学生が企画した授業に
ついて授業の組み立
て方や授業への思い
などをフィードバッ
クしました。
　さらに、プログラ
ム 全 体 を 振 り 返 る
フォローアップセミ
ナーも開催（10月下

「RISカフェ」を毎月開催

　また、大崎キャンパスでは毎月
1回、「RISカフェ」を開催してい
ます。これは学部・学年を越えた
仲間との出会いや、さまざまな学
校行事への参画機会を提供するた

旬）し、PDCAサイクルを実践して、
プログラムは終了する予定です。

めのもの。お茶を飲み、お菓子を
食べながら、気軽に自由な議論が
できるような「場」を意識してい
ます。
　このように、本学では「学びの場」
を積極的に提供しています。学生
の皆さんの参加をお待ちしていま
す。

　「モラりす塾～人間力養成支援プ
ログラム～」とは、本学の教育ビ
ジョンである『「モラリスト×エキ
スパート」を育む。』を実践するた

留学中に暮らしていた大学の寮

　「将来は語学力を活かして、観光
に関する仕事に就きたいです」と話
すのは、アメリカ・メイン州にある
USM（University of Southern 
Maine）に交換留学生として留学し
た米森隼人さんだ。留学に対する思
いは大学入学時から強く、国際交流
課が主催している英語集中講座は早

　「 立 正 大 学 学 生 国 際 交 流 会
=Rissho University Student 
I n t e r n a t i o n a l  E x c h a n g e 
Association（通称R

リ ア

IEA）」は留学
生との交流などを目的としたサーク
ルだ。
　「入部した学生には、国際交流の
きっかけやチャンスを与えられるよ
うなサークルにしたい！」と、4人
の部員たちがRIEAの活動について
話してくれた。
　RIEAは大崎・熊谷両キャンパス
で、それぞれ活動している。活動内
容は語学勉強会、留学生への東京案
内、文化交流イベントの実施、「日
本語プログラム」で来日した留学生
のサポート（国際交流課からの依頼）

くも1年生のときに受講。語学に関
する科目も多く履修したという。さ
らに、USMに留学する前にはニュー
ジーランドへの半年間の語学留学も
経験している。
　留学中は現地の学生と同じ科目

（マーケティング等）を受講したた
め、専門用語や資料の読解などに苦

労したそうだ。授業
終了後は図書館で課
題に取り組み、「ホー
ムシックにすらなれな
いほど、勉強に没頭
しました」。現在は学
部の友人たちの中か
ら有志を募り、英語
の勉強会などを開い
ている。

　「海外に出たことで、今は日本に
ついて知りたくなりました。また、
広い視野でさまざまな物事を見られ
るようになりたいですね。自己成長
するためにはどうすればよいか、計
画と目標を立てることの大切さも学
びました」と語る米森さんは、この
留学からたくさんのことを得たよう
だ。

など多岐にわたる。そ
の活動や留学生との
出会いがきっかけとな
り、カナダやニュー
ジーランドでの語学研
修に参加した学生もい
るという。
　留学生と交流する
なか、「個々のつなが
りが大切。留学生の友
だちが増えた結果、他
国について知ることが
できるようになったう
え、多様な価値観や幅
広い視野を持てるようになった」そ
うだ。
　「留学生と積極的に交流したい人、

海外に行きたい人、国際交流を真剣
に肌で感じたい人を待っていま
す！」とメッセージを寄せてくれた。

USM留学体験記

米森隼人さん（文学部文学科4年）
現地ではひたすら勉強に没頭

留学生と交流できるのが魅力
国際交流サークル「RIEA」

留学生と一緒にバーベキューパーティー（7 月7 日、都立小
金井公園）

左から沼山光さん（心理 2 年）、丸山寛生さん（経済 2 年）、
杉山織重さん（心理 2 年）、嶋野ひかるさん（心理 2 年）

　3号館裏、といってもピンとくる人
は多くないかもしれません。そこは喫
煙所になっているため、非喫煙者から
すると、いつも煙たくてあまり行きた
くない所だと思います。しかし、その
ような場所であるからこそ、何か面白
いものが見つかるかもしれない。そう
思った私は、人が少ない日を狙って3
号館裏を散策しました。そのときに見
つけたのがこの花です。

タイトル「夏の雪」
撮影場所：大崎キャンパス３号館裏

酒井えりなさん
（心理学部対人・社会心理学科3年）

学生記者レポート学生記者レポート

モラりす塾
～人間力養成支援プログラム～

RISカフェの「ようこそ先輩」。今回はNHK千葉放送局でキャスターを務める
石山千華さん（文学部OG）をお招きしました

「リーダー」の養成も

「教養」「自律性」「感受性」を高める

休暇を利用して出かけたナショナル・ポートレート・ギャラリーで
（右端が米森さん）

企画の内容について、文学部と法学部の先生が厳しくも温かく
フィードバック

文学部社会学科1年

殿
と の

村
む ら

大
だ い

輔
す け

さん（私立秀明八千代高等学校出身）

　自分の夢は教員になることです。なぜ教員になりたいかとい
うと、父が教師で子どものころからずっと憧れていたからです。
私はバドミントンが得意なので、教師になったら子どもたちに
バドミントンを教えるとともに、スポーツを通じて得たことも
教えていきたいです。



昨年の模擬店の様子。盛況です

　「皆から愛される人になって、将来は仮面ライダーを
演じたい！」
　そう夢を話す竹内崚さんは、4月に行われた女性
ファッション誌『mina（ミーナ）』が主催する、初の男
性専属モデルのオーディション「minaカレ」でグラン
プリに輝いた。
　小学生からサッカーを始め、大学入学後もサッカー
部で活躍している中、生活に変化を求めたのが応募の
きっかけという。現在は週3回のレッスンと週2回の加
圧トレーニングに通いながら、フィールドワークや授

「minaカレ」で見事にグランプリ
「“竹内涼

りょう

真
ま

”としてがんばります!」
竹
たけ

内
うち

崚
りょう

さん（地球環境科学部地理学科2年）

INTERVIEW

週 3 回のレッスンと学業とを両立
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募 集 し て い ま す 学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの応募をお待ちしています。こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

業にしっかり出席し、学業との両立を果たしている。
　「サッカーの厳しい練習で鍛えられたから、多忙な毎
日も楽しい」そうだ。レッスンで教わったことは自宅
で復習し、最近はTVドラマなど、演技の見方も変わっ
たという努力家でもある。
　株式会社ホリプロに所属した竹内さんは「竹内涼

りょう

真
ま

」
として活動することが決まった。「第一線で活躍できる
ようにがんばります！」と力強く話す竹内さんの今後
の活躍からは目が離せない！

（私立日出高等学校出身）

「
将
来
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
を
演
じ
た
い
!
」

北再生「私大ネット3
さん

6
りく

」』のサ
マープログラム、–ACTION–

「いりやど体験学習ツアー –本当に
大切なコトに出会う旅–」に、本学
から9名の学生が参加しました。
　「私大ネット36」は東日本大震災

井上みかさん
（地球環境科学部環境システム学科3年）

　「私はこのプログラムに参加し、
津波の被害を大きく受けた宮城県
南三陸町を初めて訪れました。
　主な活動内容は南三陸町の中で
も唯一、津波の被害を受けていな
い入谷地区で、森を整備したり、
有機栽培の田んぼで農作業をした
りすること。それに加えてワーク
ショップを行い、みんなで整備し
た森をこれからどのようにしていく
かについて話し合いました。

　さまざまな分野の学生と話し合
いをしたり、普段なかなかできな
い貴重な体験をしたりすることを
通して、見聞を広めることができ
ました。これからもこのような活
動に積極的に参加していきたいと
思いました」　（私立水城高等学校出身）

松川仁さん（経済学部経済学科3年）
　「私はサマープログラムの
Action2に参加しました。ボラン
ティアの内容は南三陸町の小さな
山を整備すること。ワークショッ
プではその山を今後どのように活
用し、地域の発展をどう図るかに
ついて考えました。
　学部も学年も違う他大学の学生
とディスカッションをする中で、た
くさんの刺激を受けました。また、
現地の方々から震災当時や現在の
話を聞き、考えさせられることも

多々ありました。2泊3日という短
い期間でしたが、人生においてと
ても意義のあるものとなりました」
（私立二松学舎大学附属柏高等学校出身）

会福祉学部ボランティア活動
推進センターを中心に、本学

の学生48名がNPO法人「いわて

GINGA－NET」が主催する被災地
ボランティア「夏銀河2013」に参
加しました。主に岩手県沿岸南部の

仮設住宅や小中学校において、「お
茶っこサロン」活動や学習支援など
を行いました。

からの復興に当たり、今後10年間
にわたって、教育的視点から支援活
動を行っていくために発足した組織
です。その目的は、加盟大学が緩や
かに連携しながら、自由で独自性の
ある活動が行える環境を創出するこ
と。そして、日本の次世代を担うべ
き大学生が現地に集い、交流する中
で、社会的視野を拡大し、人間とし
て成長していくことが期待されてい
ます。
　学生たちは被災地の現場を視察
し、現地の方から話を聞いたり、ボ
ランティア活動や体験学習などに参
加したりしました。右は参加した学
生の体験談です。

学生有志がボランティアに参加

学習支援などに参加 ●いわてGINGA－NET

南三陸町・旧防災対策庁舎の前で合掌す
る参加者たち

森の斜面で下草刈り。地道な努力が将
来、実を結びます

ワークショップの様子。必死になって知恵
を絞りました

有機栽培の田んぼでの除草作業。初め
て田んぼに入る人も

仮設住宅の高齢者と交流する「お茶っこサ
ロン」

昨年の「ミス・ミスター立正」コンテストの様子

仮設住宅の高齢者を訪問してお話を聞かせ
ていただきました

東北地方で東日本大震災からの復興に汗を流す

『東

社

© 主婦の友社

最新情報、公開！学園祭まで1カ月

開催日：11月2日（土）・
　　　　　 　3日（日）

　今年も迎えました、学園祭の季節。大崎キャンパスの「橘花祭」も、熊谷キャ
ンパスの「星霜祭」も、例年以上に充実した内容で多くの方々をお迎えします。

●著名人による講演会
●アーティストライブ などを予定
※出演者・開催日時・場所等は未定です。

最新情報はホームページをご覧ください。
橘花祭HP：http://kikkasai.com/

開催日：11月1日（金）〜3日（日）
●杉浦太陽氏（俳優）トークショー
開催日：11月3日（日）
時　間：START13:00
会　場：アカデミックキューブA101教室
入場料無料・事前申し込み不要
※出演者が変更になる場合があります。ご了承ください。
※�アーティストライブは11月2日（土）に開催する予定ですが、
　都合により中止になる可能性があります。ご了承ください。

最新情報はホームページをご覧ください。
星霜祭HP：http://seisousai.jimdo.com/

大崎キャンパス 橘
きっ

花
か

祭
さい

テーマ「軌跡」 テーマ「L
ル ー プ

OOP」熊谷キャンパス 星
せい

霜
そう

祭
さい

本 学 では 被 災 地と被 災 者 に 対して 継 続 的 な 支 援を 行 って いきます 。

教育的視点から支援活動を
●東北再生「私大ネット36」

体 験 談

注目！
「第43回東京モーターショー2013」
のサポーターファミリー「車家の人々」
の次男に選ばれる！
http://www.kurumake.jp/
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